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大阪国際児童文学館を育てる会総会を開催するにあたって
大阪国際児童文学館を育てる会
常任委員長　畠山兆子

（梅花女子大学教授）
12月27日に閉館した大阪国際児童文学館は、１月28日に、最初の資料・蔵書を運び出しました。会員有志とともに「もどっておいで、あきらめないよ！」の集会を開き、見送ってから３ヶ月以上がすぎました。大阪国際児童文学館は、東大阪市にある大阪府立中央図書館への移転を完了して、予定通り５月５日に開館の運びとなりました。
財団法人大阪国際児童文学館からは、３年間の任期付きですが、遠藤純専門員が常勤に、また、土居安子専門員が非常勤として勤務されています。中央図書館からは、優秀な司書が４名要員として配属され、資料・蔵書の有効活用に努力してくださるとうかがいました。財団法人も存続します。今後はこれらの方々によって貴重な資料や蔵書が守られ、これまでの事業の一部が継承されるともうかがっています。
独立館であることを強く望んだ私たち育てる会の要望は、署名の提出、府議会への請願と可能な限り努力いたしましたが、残念ながら実現することはありませんでした。ご支援くださいました会員の皆様に、このような結果をご報告しなければならないのは、事務局員一同、本当に残念でたまりません。
とはいえ、育てる会には請願の「付帯事項」が守られるかを、見守る責任があります。総会では会の今後についてのご意見をうかがい、了承をいただかなければなりません。変わらぬご支援を、よろしくお願いします。
　なお、本年1月13日（土）14日（日）に、梅花女子大学で開催される日本児童文学学会研究大会において、財団、育てる会共催で「大阪国際児童文学館の25年展」を開催します。ぜひご来場ください。
「大阪国際児童文学館を育てる会」の名称を残したいと考えています
昨年12月に開催した「語る会・考える会in文学館」において、会の名称を変更し、少なくとも今後３年間、大阪国際児童文学館を見守る必要があるとの事務局見解を述べました。
しかし、その後検討を重ねた結果、知名度も歴史もある「大阪国際児童文学館を育てる会」の名称を残したいとの思いが強くなりました。
考えてみますと、大阪の地に国際児童文学館を誘致し、官民が協力して理想の施設に育てようと望んだ、「大阪国際児童文学館を育てる会」の会員の想いが、消えたわけではありません。現実の大阪府立国際児童文学館は、大阪府立中央図書館に移転しましたが、大阪国際児童文学館の理想のあり方を求めて、育てる会が存続することに矛盾はないと考えられます。むしろこのような状況だからこそ私たちは、理想の大阪国際児童文学館への想いを育て、見守っていく必要があるのではないでしょうか。（事務局）
<注>名称について、総会で右の提案どおりこのまま続けることになりました。
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